
は 

じ 

め 

に

江
戸
時
代
中
期
の
浅
間
山
の
「
天
明
の
大
噴
火
」
被
災
地
の
生
存
者
の
自
助
や
互
助
、
周
辺
の
村
の
名
主
の

共
助
お
よ
び
地
元
の
藩
や
幕
府
の
公
助
を
教
訓
に
、
現
代
に
お
け
る
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
意
義

に
つ
い
て
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
12
月
、『
地
域
福
祉
源
流
の
真
実
と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』（
大
学

教
育
出
版
）、
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
、
明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
被
災
地
の
復
興
お
よ
び
そ
の
発
展
を
教
訓
に
、

農
山
村
や
漁
村
な
ど
地
方
に
お
け
る
災
害
対
策
の
た
め
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
２
年
後
の
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月
、『
地
方
災
害
と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
を
そ
れ
ぞ
れ
上

梓
し
た
。
そ
の
結
果
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
東
京
、
大
阪
、
名

古
屋
の
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
災
害
対
策
と
し
て
の
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

提
起
し
て
ほ
し
い
、
と
の
ご
要
望
を
各
界
の
関
係
者
か
ら
い
た
だ
い
た
。

そ
こ
で
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
三
部
作
の
完
結
編
と
し
て
続
刊
し
た
の
が
こ
の
『
大
都
市
災
害

と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
平
成
に
な
っ
て
北
海
道
南
西
沖
地
震
を
は
じ
め
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）

�　
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や
新
潟
県
中
越
地
震
、
能
登
半
島
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）

お
よ
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、
熊
本
地
震
、
果
て
は
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

や
箱
根
山
、
草
津
白
根
山

（
本も

と

白
根
山
）、
霧
島
山
（
硫
黄
山
）
な
ど
の
噴
火
と
立
て
続
き
に
災
害
が
相
次
い
で
い
る
が
、
大
都
市
は
地
方

と
違
い
、
人
口
が
圧
倒
的
に
多
い
う
え
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
機
能
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
ひ
と
た
び
こ

の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
全
体
の
機
能
が
不

全
と
な
り
、“
日
本
沈
没
”
の
お
そ
れ
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
関
東
大
震
災
（
関
東
大

正
地
震
）、
伊
勢
湾
台
風
を
思
い
起
こ
せ
ば
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
で
は
こ
の
三
大
都
市
圏
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
勢
や
政
治
・
経
済
・
社
会
、

過
去
の
災
害
と
今
後
、
想
定
さ
れ
て
い
る
災
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
し
て
、
終
章
で
「
大
都
市

災
害
と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
題
し
、
こ
れ
ら
大
都
市
の
持
続
可
能
性
や
地
域
福
祉
と
地
域
防
災
の
融

合
、
さ
ら
に
は
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
た
ほ
か
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
の
開
催

中
、
懸
念
さ
れ
る
東
京
圏
や
周
辺
の
原
発
を
ね
ら
っ
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
（
テ
ロ
）
の
懸
念
な
ど
各
種
事
件
・
事
故

や
有
事
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

な
お
、防
災
福
祉
先
進
国
・
ス
イ
ス
の
最
新
事
情
は
既
刊
の『
防
災
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』（
水
曜
社
）や『
脱
・

限
界
集
落
は
ス
イ
ス
に
学
べ
』（
農
文
協
）、『
避
難
所
づ
く
り
に
活
か
す
18
の
視
点
（
共
著
）』（
東
京
法
規
出

版
）
を
併
読
さ
れ
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



い
ず
れ
に
し
て
も
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
東
京
都
、
大
阪
市
、
名
古
屋
市
を
は
じ
め
、
各
社
会
福
祉

協
議
会
（
社
協
）、
お
よ
び
前
二
書
に
引
き
続
き
お
世
話
に
な
っ
た
大
学
教
育
出
版
社
長
の
佐
藤
守
、
編
集
部

の
社
彩
香
両
氏
に
対
し
、
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
初
夏

川
村
匡
由

���　は じ め に
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